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0系統発生分野
茂原信生,相見活,高井正成,本郷一美
■研究概要
A)東アジアの化石霊長街の進化に関する研究
茂原信生,高井正成,
江木直子(研修員,非常勤研究員),
鍔本武久(非常勤研究員),
ThaungHtike(研究生)
ミャンマー国中央西部のボンダウン地域に広がる
中期始新世末の地層を対象にして,霊長類化石の発掘を
目的とした調査をおこなっている.同地域から見つかる
化石霊長類は,原始的な曲鼻猿類と真猿頬の中間的な形
態を示しており,真猿類の起源地と起源時期に関する論
争に大きな貢献をしている.
B)スンダランドの霊長類の変遷
相見満
現在のマレー 半島,スマトラ,ボルネオ,ジャワは
かつて,つながっていて,スンダランドと呼ばれる一続
きの陸地をなしていた.この地域は動物の種類が豊富で,
コノハザルやシアマンなど特有のものがいる.これらの
特有な種の分布を調査し,ゆくゆくはこの地域の動物相
全体の変遷を明らかにしたい.
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